
 

 

 

 

 

 

News Release 
 

2018 年 4 月 6 日 

株式会社 長 大 

 

フ ィ リ ピン ・ ミ ンダナ オの地域 開発事 業のほか、 新事 業開発責任者 

東 南 ア ジ ア 諸 国 を 主 に 国 内 外 の 新 事 業 の 開 発 を 一 層 加 速 

当社の事業企画部長が東京都市大学客員教授に就任 

同 じ く 4 月 1 日 付で 、 財 務 ・ 法 務部 長 は 東洋 大学 客 員 研究 員 に就 任 
 

 

株式会社長大（東証一部上場、証券コード 9624。永冶泰司・代表取締役社長。以下「当社」）の事業推進本部

事業企画部長の宗広裕司が、2018 年 4 月 1 日付で、東京都市大学（東京都世田谷区）の客員教授に就任いた

しました。 

宗広への 客員教授の委嘱期間は、2020 年 3 月までの 2 年間 となっており、今年度は、東京都市大学大学院 

総合理工学研究科 建築・都市専攻で開講される講義「社会基盤と経済分析特論」を担当 いたします。 

宗広は、当社に 1995年に入社、当社に籍を置きながら、2017年 3月に高知工科大学大学院 工学研究科 基

盤工学専攻で博士後期課程を修了、博士論文「本邦建設コンサルタント企業による PPP プロジェクト・マネジメン

トシステム構築に関する研究－発展途上国における小水力発電事業をケーススタディとして－」により、博士（工

学）の学位を取得しています。 

一方、東京都市大学は、2016 年に、同大学院 総合理工学研究科の中に、社会人を対象にした「社会人選抜 

社会基盤マネジメントプログラム」を設けており、日本の持続的な発展と国際化に対応できる実践的能力と、社会

事象を総合的に捉え理解する能力を持つ、将来のリーダーとなる技術者の育成に力を入れております。宗広の

研究テーマと合致、当社宛に客員教授の委嘱要請を受けたことで実現したものです。なお、宗広は、引き続き当

社での勤務を継続します。 

宗広の略歴は以下をご参照ください。 

 

また、経営企画本部財務・法務部長で、長大フィリピン・コーポレーション社長を兼務する加藤聡は、2018 年 4

月 1 日付で、東洋大学（東京都文京区）の国際共生社会研究センターの客員研究員に就任 いたしました。加藤

への 客員研究員の委嘱期間は、2020 年 3 月までの 2 年間 となっています。 

加藤は、当社に 2009 年に入社、当社に籍を置きながら、2018 年 3 月に東洋大学大学院 国際地域学研究科 

国際地域学専攻の博士後期課程を修了、博士論文「Public Private Partnership（PPP）を活用した開発途上国の



 

2 

地域開発における民間企業の参入に関する研究－フィリピンにおける事例研究を中心に－」により、博士（国際

地域学）の学位を取得しています。 

一方、東洋大学は、2001 年度に国際共生社会研究センターを設置。同センターは現在、文部科学省「私立大

学戦略的研究基盤形成支援事業」の採択を受け、「アジア・アフリカにおける地域に根ざしたグローバル化時代

の国際貢献手法の開発」をテーマにしたプロジェクト活動などを行っており、こうした研究遂行のため、当社宛に

客員研究員の委嘱要請を受けたことで実現したものです。なお、加藤は、引き続き当社での勤務を継続します。 

加藤の略歴は以下をご参照ください。 

 

宗広・加藤の両名は共に、当社の新事業の開発を中心的に推進してきました。 

 

宗広は、1995 年にプロパーで当社に入社した後は、専門である交通・ITS 分野の技術者として、約 15 年にわ

たり現場の業務に従事。その後、現在の当社の社長である永冶泰司が、2009 年の社長就任と共に打ち出した

「事業推進戦略」の下、新事業開発を推進する目的で 2010 年 4 月に新たに設置された事業企画部の部長に就

任。これまで、フィリピンのミンダナオでの地域開発事業のほか、インドネシアの小水力発電事業、ベトナムを主に

展開するエコサニテーション事業など、海外は東南アジア諸国を中心に、国内外の新事業開発の責任者として、

業務にあたっています。 

 

一方、加藤は、大学卒業後に教育出版大手の旺文社グループに入社。その後、2004 年に豪州最大の投資銀

行であるマッコーリーグループに入社し、箱根ターンパイクや伊吹山ドライブウェイなど、主に国内の有料道路の

買収と買収後のターンアラウンド事業に従事し、在籍した約 6 年間にわたってインフラビジネスを行っていました。

2009 年に長大に入社した後は、基礎地盤コンサルタンツのグループ化といった国内外の M&A のほか、宗広と共

に、主に財務や法務面の観点から国内外の新事業開発に従事しています。なお、当社のミンダナオ事業のきっ

かけは、東洋大学大学院の調査で、2011 年に加藤が現地を訪問したことによるものです。 

 

当社は今年、設立 50 週年を迎えました。宗広・加藤の両名は、今後も引き続き、それぞれの専門分野の知識

や経験を業務に反映しながら、当社の新事業開発を一層深化・加速させて、長大グループの企業価値の向上に

貢献していく所存です。 

 

 

■お問い合わせ ：本件に関するご照会や写真データのご提供は、以下へお願い申し上げます 

宗広裕司 （むねひろ・ゆうじ）  

事業推進本部 事業企画部長  

 

E メール： munehiro-y@chodai.co.jp 

電話： 03-6867-8055 

加藤聡 （かとう・さとし）  

経営企画本部 財務・法務部長  

長大フィリピン・コーポレーション 社長 

E メール： katou-sa@chodai.co.jp 

電話： 03-3639-3465 
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参考： 2 名の略歴 

 

■ 宗広 裕司（むねひろ・ゆうじ） 

1970 年、栃木県生まれ（47 歳） 

 

職歴 

1995 年 当社入社 

現在、当社事業推進本部事業企画部・部長 

 

学歴 

1993 年 横浜国立大学 工学部 建設科 土木工学コース卒業 

1995 年 横浜国立大学大学院 工学研究科 計画建設学専攻修了（工学修士） 

2014 年 高知工科大学大学院 工学研究科 基盤工学専攻 博士前期課程修了（工学修士） 

2017 年 高知工科大学大学院 工学研究科 基盤工学専攻 博士後期課程修了（博士（工学）） 

 

資格 

技術士（総合技術監理）、技術士（建設） 

 

 

■ 加藤 聡（かとう・さとし） 

1974 年、東京都生まれ（43 歳） 

 

職歴 

1997 年 旺文社グループ入社 

2004 年 マッコーリー・グループ入社 

2009 年 当社入社 

現在、当社経営企画本部財務・法務部・部長、長大フィリピン・コーポレーション 社長（兼務） 

 

学歴 

1997 年 早稲田大学 第一文学部 哲学科 人文専修卒業 

2004 年 立教大学大学院 ビジネスデザイン研究科 ビジネスデザイン専攻 修士課程修了（修士（経営学）） 

2013 年 東洋大学大学院 経済学研究科 公民連携専攻 修士課程修了（修士（経済学）） 

2018 年 東洋大学大学院 国際地域学研究科 国際地域学専攻 博士後期課程修了（博士（国際地域学）） 

 

資格 

証券外務員、英検準 1 級、TOEIC945 点 

 

 

 


